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ミルウォーキー （Medical　College　of　Wisconsin）

での留学生活

田中克哉＊

　私は2001年7月からミルウォーキーにあるMe－

dical　College　of　Wisconsin麻酔科に留学していま

す．Medical　College　of　Wisconsinは田舎の小さな

私立医科大学なので，はじめに大学の紹介をしま

す．

　Medical　College　of　Wisconsinのあるミルウォー

キーは，シカゴの俗歌150㎞のミシガン湖畔に位

置し，人口約60万人のウィスコンシン州最大の都

市ですが，ダウンタウン以外は森に囲まれている

のどかな町です。Medical　College　of　Wisconsinは

ミルウォーキー市郊外にあり，やはり森に囲まれ

た穏やかな環境下にあります．Medical　College　of

Wisconsinは以前はMarquette　University　School　of

Medicineでした．1967年，　Marquette　Universityは

財政難のため医学部を切り離し，独立して1970年

Medical　College　of　Wisconsinとなりました，その

後1978年にMilwaukee　Regional　Medical　Centerの

中にキャンパスを移転し現在に至っています．

Medical　Centerはウィスコンシン州南東部の機関

病院で多くの患者さんが訪れます．

　麻酔科は1965年に外科から独立し，現在では毎

年約35，000の麻酔症例を担当しています．総勢約

70人のレジデントとフェローが65人の臨床専門医

の指導の下に麻酔学のトレーニングを受けていま

す．麻酔科は国際的にも臨床及び基礎研究で有名

です．麻酔科の研究費総計は2000年は＄
5，000，000以上でNIHの研究費は全米の医学部麻

酔科の中で5位だったそうです．麻酔科の各ラボ

はそれぞれ精力的に研究を行っているので世界中

から医師や研究者が集まっています．日本からも

これまでに何人かの先生方が留学をされていま

す．Medical　College　of・Wisconsin麻酔科の主な研

究テーマは麻酔薬と循環生理，麻酔薬の循環に及

ぼす薬理作用です．ちなみに2001年のアメリカ麻

酔学会（ASA）でのExpe血lental　Circulationの部

門に採用された97演題中18がMedical　College　of

Wisconsinからでした．これはMedical　College　of

Wisconsinが田舎の小さい大学ながら麻酔科の循

環器の部門で優れた研究が行われているという一

つの証拠だと思います．

　私は麻酔科のWarltier教授のラボで毎日動物実

験を行っています．Warltier教授は麻酔科のvice－

Chairmanで研究部門の実質的な責任者です．

1988年に冠動脈に狭窄計帳を植え込んだ慢性イヌ

を用いて，吸入麻酔薬がstunned　myocardiumの収

縮機能の回復を促進することを報告し，以後吸入

麻酔薬の心筋保護効果についての研究がラボのメ

インテーマの一つになっています．Warltier教授

＊徳島大学医学部麻酔科学教室 キャンパスの風景
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　　　　実験室風景

はMedical　College　of　Wisconsin，　Department　of

Pharlnacology　and　ToxicologyのGross教授（1992

年にIschemic　preconditioningの作用機i序にKATP

cha皿elsが関与していることを初めて報告した先

生）とご懇意で研究面で相互協力をしています．

！997年にはラボのKersten先生が吸入麻酔薬のイ

ソフルランにpreconditioning作用がありKATP

channelsが関与していることをイヌのin　vivo

stUdyで証明し，現在もイヌの急性実験で吸入麻

酔薬による心筋保護効果の作用機序，薬物的に誘

発した糖尿病イヌを用いて糖尿病と吸入麻酔薬の

心筋保護効果の関係について実験が行われていま

す．また，慢性冠動脈狭窄イヌを用いて血管新生

のメカニズムの解明，各種麻酔薬や血管作動薬の

心房機能に及ぼす影響，ラット，ウサギを用いた

吸入麻酔薬の心筋保護作用についての研究などin

vivo　studyがラボの主な研究ですが，最近は虚血

再灌流時の様々な蛋白質の発現や活性も測定し

て，in　vivoおよびiv　vitro両面から研究が積極的

に行われています．Warltier教授は昨年のASA

で2001　ASA　Award　for　Excellence　in　Researchを受

賞されました．

　私は現在ウサギで吸入麻酔薬の心筋保護作用の

作用機序について研究しています．こちらで研究

をして感じることは，何か新しいプロジェクトを

することが決まるとその後の行動がものすごく早

いことです．他のラボや科との情報交換も絶えず

頻繁にされています．器械や道具は写真を見ても

わかるように古くさくて大したものはあまりあり

ませんが，壊れた器械も修理して大事に使います．
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私にとって一番の問題はもちろん英語です．こち

らに来て半年が過ぎましたが，細かい部分でうま

くコミュニケーションが取れないことが多々あり

仕事面，生活面で未だに苦労しています．しかし，

英語のことは焦っても今更どうにもならないの

で，気長に地道に仕事をこなしていこうと思って

います．

　堅い仕事の話が続いたのでミルウォーキーでの

生活について話します．ミルウォーキーの冬は長

く寒いです．冬の気温は旭川くらいだそうです．

今は1月の中旬ですが，日中の昼間でも気温が

一10℃くらいの日が結構あります．最高気温が0

℃を越えることはあまりありません．覚悟はして

きましたが，外に出ると寒いと言うよりむしろ顔

が痛いです．北海道にお住まいの先生方には何を

それくらいで，と言われるかもしれませんが，私

たち家族（妻，子供2人）はなにせ四国から出て

暮らすのはこれが初めてなのできついです．しか

し自然は豊かでアパートや近所にリスやウサギが

います．車で少し走ると鹿も出てきます．

　ミルウォーキーには野球とバスケットボールの

プロチームがあります．野球のブリュワーズはミ

ルウォーキーのビール会社（ミラービール）の球

団です．2001年の春に新しい球場（ミラーパーク）

ができ開幕ゲームの始球式はブッシュ大統領が

行ったそうです．チームは強くありませんが，毎

試合ほぼ満員ですごい人気でした．今年のオール

スター戦はミラーパークであるそうです．チケッ

トを手に入れるのは難しそうですが，雰囲気だけ

でも味わいに行きたいです．NBAのバックスは

昨年の地区優勝をした強豪です．私は家族で何試

合か見に行きました．今では私と小学校3年生の

息子はバックスの大ファンで毎試合テレビ中継を

観て応援しています．NBAは会場の上の方から

でも予想以上に選手は大きく見え，約18，000の人

がバックスに大声援を送るのでものすごい熱狂的

な感じになり楽しいです．身長2m前後のスター

選手たちがダンクシュートや3ポイントシュート

をきめる度に大声を発するのは私たち家族にとっ

て外国で暮らしているというストレスを発散する

いい機会になっているのかもしれません．

　こちらに赴任する前に一番気になっていたの

は，子供たち（小学1年の娘と小学3年の息子〉

がアメリカの生活に馴染めるかと言うことでし
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た．Wadtier教授に最初に挨拶をしたときに「子

供の脳はスポンジみたいに何でもよく吸収するか

ら大丈夫だよ」と言われましたが，その通りでし

た．最初のうちは下の娘などは日本に帰りたいと

言って泣いていましたが，今では二人とも学校が

楽しいようです．どうやって子供たちが言葉を覚

えてコミュニケーションをとっているのか，脳が

石になってしまった私には想像もつきませんが，

友だちもだんだん増えてきているようです．こち

らの小学校と日本の小学校とでは異なることがた

くさんあります．算数はアメリカの方が簡単なこ

とを習っていると日本にいたとき聞いたことがあ

ります．確かにそうかもしれませんが，感じるこ

とはアメリカの学校では教えていることが実社会

に直接関連しているように思います．例えば，日

本では小学校1年生ではおはじきを使って数を数

えてたしざんを習いますが，こちらではコインを

使って数を覚えます．10ペニーで1ダイム，5ニッ

ケルで1クウォータと言った具合です．コインに

描かれている人物についても学習しています．小

学校の始業は朝8時からですが，生徒は7時55分

にベルが鳴って先生と一緒に校舎に入っていきま

す．それまでは生徒は校舎に入れず外で遊んでい

ます．気温が一15℃でもです．これは，学校の時

間は先生が生徒を責任を持って保護するためのよ

うに思われます．学校では生徒は絶えずどこかで

先生が見守っています．休み時間も先生が一緒で

す．ランチの時間が先生の休憩時間のようでラン

チ後は生徒は全員外に出て遊び，その間は別の先

生が子供たちを観ています．したがって，子供は

学校内で極めて安全でいじめも私たちの学校では

無いようです．4時には先生は全員帰宅しオフィ

スは閉まります．学校は放課後，業者に解放され

ていて，共稼ぎ家庭で子供の迎えに行けない人は

お金を払って業者に子供を預かってもらいます．

いかにもアメリカ的です．他にも授業の仕組み，

クラスの人数構成，ESLクラスなど日本の学校

とは違うところが多々ありますが，子供たちがこ

ちらの生活を楽しいと感じてくれているのでほっ

としています．

　最後になりましたが，この留学の機会を与えて

くださった徳島大学医学部麻酔学教室の大下修造

教授：，医局の先生方に深く感謝致します．
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